
２０１５（平成２７）年度 

メイスン財団奨学制度 助成要項 
 

 

１．趣  旨 メイスン財団（一般財団法人 日本メイスン財団）は、１９５５（昭和３０）年に設立され、各

種のチャリティ活動や災害義援金の提供等、社会福祉向上のために活動を行ってい

ます。本奨学制度は、メイスン財団による支援の一環として、児童養護施設入所児童

の高校卒業後の進学を援助し、自立と社会参加の一助となることを目的として実施す

るもので、今回で１０年度目の実施となります。 

 

２．名  称 メイスン財団奨学制度 

 

３．主  催 一般財団法人 日本メイスン財団 

 

４．協  力 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国児童養護施設協議会 

 

５．目  的 児童養護施設入所児童の高校卒業後の進学を援助し、自立と社会参加の一助

となることを目的とします。 

 

６．助成対象者 

（１）新規分 全国の児童養護施設を退所し（措置延長者含む）高校卒業後、平成２７年４月に、大

学、短期大学、各種・専門学校等に進学した向上心旺盛で、とくに経済的援助を必要

とする者若干名。 

  

（２）継続分 平成２４・２５・２６年度に本奨学制度により助成金を受け、現に大学、短期大学、各種・

専門学校等に在学中の者。 

 

※助成対象にかかる留意点  

○助成対象として、他の機関等から授業料の助成を現に受けている者、及び授業料免除の者（特待

生等）は対象外とします。 

○なお、授業料以外での助成制度との併給は認めます。（例：雨宮児童福祉財団修学助成、ＪＸ-ＥＮ

ＥＯＳ奨学助成、独立行政法人日本学生支援機構の奨学金（借入金）等） 

 

７．助成期間 進学する（または現に在学している）学校を卒業するまでを原則とします。ただし、１年

毎に継続申請をして頂き、財団にて継続の可否を判断します。退学・休学の場合は継

続の助成を致しません。休学後の復学・留年については、継続申請での判断におい

て、その理由（災害・疾病等）を考慮して、継続助成の可否を判断します。 

 

８．助成内容  進学する（または現に在学している）学校の授業料。ただし年５０万円を限度とします。 

 

９．返還の要否 原則として返還を求めません。ただし、申請書に虚偽の事実が記載されている場合に

は、奨学生に対し、給付した奨学金の一部または全部の返還を求めることがあります。  

 



10．申請書類 

（１）新規申請者 ①本人が記入するもの（必ず児童本人が直筆で記入すること） 

＜様式１－①＞ 本人申請書 

＜様式１－②＞ 将来の夢（進学動機を含む、日本語で500字以内） 

＜様式１－③＞ 将来の夢（進学動機を含む、英文で500word程度） 

※様式１－③は、助成内定時に作成していただきます。 

②施設長が記入するもの（ワープロ等使用可） 

＜様式２－①＞ 施設長申請書（要公印） 

＜様式２－②＞ 施設長としての推薦理由（日本語で500字以内） 

＜様式２－③＞ 施設長としての推薦理由（英文で500word程度） 

※新規申請の場合のみ、様式２－③は、助成内定時に作

成していただきます。 

③進学する学校の概要及び授業料の額が明記された書類（様式不問） 

④本人の進学を証明する書類（授業料納付領収書等：様式不問・コピー可） 

 

（２）継続申請者  ①施設長が記入するもの（ワープロ等使用可） 

＜様式２－①＞ 施設長申請書（要公印） 

＜様式２－②＞ 施設長としての推薦理由（日本語で500字以内） 

＜様式２－③＞ 施設長としての推薦理由（英文で500word程度） 

②本人の平成２６年度在学証明書（原本・コピー不可） 

③本人が記入するもの 

＜様式１－②＞ 近況の報告（日本語で500字以内） 

 

11．申請方法・締切日  簡易書留や配達証明等、配達の証明ができる方法により、 

平成２７年５月２２日（金）（当日消印有効）までにお送りください。 

 

12．提 出 先 社会福祉法人 全国社会福祉協議会・全国児童養護施設協議会 

〒100-8980東京都千代田区霞が関3-3-2新霞が関ビル 

TEL 03-3581-6503   FAX 03-3581-6509 

 

13．選考方法 全国児童養護施設協議会において選考の後、最終決定にあたり一般財団法人日本

メイスン財団の承認を受けます。 

 

14．選考結果 申請された各施設長へ、全国児童養護施設協議会より、８月頃に選考結果（助成決

定）を通知します。 

 

15．助 成 金 助成金は、本奨学制度を主催する一般財団法人日本メイスン財団から、施設長が指

定する児童養護施設の口座に送金します。（送金日等は別途通知します） 

 

16．そ の 他 

＜申請書類作成についてのお願い＞ 

○「本人申請書」に記載する修学中の資金計画は、選考にあたり重要な内容となりますが、毎年、記

載された資金計画の数字の合計額や単位が誤っている申請書が見受けられます。 

○施設長におかれては、公印を押印される前に今一度、資金計画欄をはじめ、本人申請書の確認

をいただきますようお願いいたします。 



＜様式１－①＞ 

２０１５（平成２７）年度 メイスン財団奨学制度 

本人申請書（新規申込者） 

 

ふりがな  
男・女 

生年月日 

（西暦） 
年    月    日生 

氏 名  

ふりがな  

学校名 
（学部・学科まで記入） 

 

卒業後の 

希望進路 
 

年間授業料              円（入学金や諸経費は除く）〔a〕 

他の助成制度 

利用予定の有無 

あり  ・  なし 

※ 上記で「あり」と記入した場合、その名称と助成金額（雨宮・JX 以外は年額）をご記入

ください。なお、日本学生支援機構奨学金（借入金）は含めないでください。 

【雨宮児童福祉財団修学助成金】                  円 

【JX-ENEOS奨学助成金】                       円 

【その他奨学制度①（名称：          ）】          円 

【その他奨学制度②（名称：          ）】          円 

   合計        円〔b〕 

修学中の 

居住予定先 

例：賃貸アパート・学生寮・親戚宅、施設から通学 等 

                                        

居住費（年額で記入、敷金礼金・仲介手数料等は除く） 

           円〔c〕 

（注）上下の表中の金額〔a〕、〔b〕、〔c〕は、それぞれ同じ金額になるようご記入ください 

修学中の生活費・学費に関する初年度資金計画 

※ 年額見込で記入、なお本奨学制度の助成金は収入見込には加えないでください 

＜収入＞     （単位：円）    ＜支出＞        （単位：円） 

１．アルバイト 円 １．年額授業料〔a〕 円 

２．貯金引き出し 円 ２．入学金 円 

３．日本学生支援機構 円 ３．教材費 円 

４．他の奨学助成制度等 

利用の合計〔b〕 
円 

４．学校諸費 

（実習費・設備費等） 
円 

５．その他（具体的に） 

 

円 

５．居住費〔c〕 円 

６．居住諸費 

（敷金礼金・仲介手数料等） 
円 

７．生活費（概算） 

（水光熱費・衣服費・食費・家

具什器費・保健衛生費・通信

費・交通費・教養図書費等） 

円 

８．その他 

（きょうだいの生活費等） 
円 

収入合計 円 支出合計 円 

 

写真 

新規申請者用 必ず本人が直筆で記入し、施設長が内容を確認してください 



新規申請者・継続申請者共通  

＜様式１－②＞ 児童等本人の記入用紙 

（記述テーマ） 

新規申請者 将来の夢（進学動機を含む、日本語で５００文字以内） 
継続申請者 近況の報告（日本語で５００文字以内） 

 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

（氏 名） 



新規申請者用 全養協事務局からの連絡を受けてから作成していただきます。 

＜様式１－③＞ 英文での記入用紙 

（記述テーマ）将来の夢（英文で５００word程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Name 



新規申請用・継続申請用共通 

＜様式２－①＞ 

２０１５（平成２７）年度 メイスン財団奨学制度 

施設長申請書（□新規、□継続） 

※いずれかの□にチェック（レ印）をつけてください 

 

平成２7年  月  日 

 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

     全国児童養護施設協議会 御中 

 

 

                  児童養護施設名                  . 

                  施設
ふ り

長名
が な

                 （公印） 

 

                  施設住所  〒   －    . 

                     

                                           . 

 

                  電話番号          FAX番号        . 

                  担当者名
ふ り が な

            . 

 

 

２０１５（平成２７）年度 メイスン財団奨学制度の助成を受けたく、必要書類を添えて下記

のとおり申請します。 

 

 

記 

 

 

ふ り が な 

１．児童等氏名                                   

 

 

 

２．申請理由 ＜様式２－②＞に記載すること（継続申請者は近況等をご報告ください） 

 

 

 

 



新規申請用・継続申請用共通 

＜様式２－②＞ 施設長の記入用紙 

（日本語で５００字以内） 
（記述テーマ） 

新規申請者 施設長としての推薦理由 
継続申請者 本人の近況、および施設としての援助・支援の状況等 

 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

（施設長氏名） 



新規申請用・継続申請用共通 

＜様式２－③＞ 施設長の記入用紙 

（英文で 500 word程度） 

（記述テーマ）施設長としての推薦理由 

新規申請者 全養協事務局からの連絡を受けてから作成していただきます。 

継続申請者 【必須】継続申請時に、他の書類とともに全養協事務局にご提出ください。 

 

 

Name 


